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デジサポ熊本（総務省　熊本県テレビ受信者支援センター）　
☎３１２-５６１５　　　　　　
地デジコールセンター　
☎３００-8800 ☎057０-０７-0101

問い合わせ

熊本県地域振興課申 し 込 み
問い合わせ

〒862－8570（住所不要）　
熊本県地域振興課熊本都市圏プロジェクト班宛
Email：toshiken@pref.kumamoto.lg.jp３３３－２１３７

■日　時　8月22日（日）　午後7時キックオフ
　　　　Ｊ2第23節　東京ヴェルディ戦
■場　所　ＫＫＷＩＮＧ
　　　　　（熊本県民総合運動公園陸上競技場）
■募集人数　
30人程度（菊陽町、大津町内に在住の人）
※熊本都市圏構成14市町村から、総勢300人の参
　加者を予定しています。
■参加費（1人分・入場料、往復バス代込み）
大　人 1,400円
小中高 　700円（中学生以下は、要大人同伴）
※バックスタンドＡ席（自由）。
※高校生以下の希望者には、バックヤードツアー
を予定。

■集合・解散（大型バス使用）
午後4時45分　菊陽町役場（正面玄関）集合・出発
午後10時　　　菊陽町役場（正面玄関）解散（予定）

■参加費の支払方法
参加費は口座振込となります。参加決定の通知後、
通知に記載されている口座に参加費を振り込まれ
た時点で、申込受付が完了となります。
なお、参加費の振り込みに係る手数料などは、申
込者の負担になります。
■申込方法
Ｅメールまたは往復はがきに、「参加者全員（5人
まで）の住所、氏名、年齢、電話番号」を記入し、
メール送付または郵送してください。
※メールの表題は、『熊本都市圏ロアッソ応援バ
　スツアー申込み』としてください。
■申込期限
7月23日（金）
※参加者の決定は、7月30日（金）までにＥメール
または返信はがきで通知します。

総合政策課　 ２３２-２１１２問い合わせ

熊本都市圏みんなでロアッソ熊本を応援しよう！
参加者全員に、ロアッソグッズをプレゼント！
熊本都市圏みんなでロアッソ熊本を応援しよう！
参加者全員に、ロアッソグッズをプレゼント！
熊本都市圏みんなでロアッソ熊本を応援しよう！
参加者全員に、ロアッソグッズをプレゼント！

熊本都市圏ロアッソ熊本
応援バスツアー参加者募集
（熊本都市圏ビジョン連携事業）

　町では、高度情報化、高齢化および国際社会に対応で
きる幅広い視野と有用な技術、能力を有する人材を育成
することを目的に、「菊陽町人材育成基金助成事業」を
行っています。
■対象者（次のどちらかに当てはまる人）　　
①町内に住所を有する9歳（小学4年生）以上の人。
②町内に職場を有する人（正規職員）。
■助成対象経費　
○交通費（航空運賃など）　　　
○現地生活費（食費などを除く）
○研修費
■助成金額
補助対象経費の半額。ただし､上限は15万円（学生は10
万円）です。
※他の団体などから助成がある場合は、補助対象経費
からその助成分を除きます。

■申請方法　　
事業を実施しようとする1カ月前までに申請が必要で
す。ただし、18歳未満の人は、保護者が申請してくだ
さい（申請前にご相談ください）。
■助成の決定　　
人材育成基金審査委員会で審査を行い、決定します。
■その他　　
この事業による助成は、1人1回限りです。

地デジサポーターがお宅をご訪問します
　平成23年7月に現在視聴しているアナログ放送が終了
し、地上デジタル放送へと完全移行します。この地上デ
ジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送対応
のテレビかチューナーなどが必要になります。
　そこで今年度も、特に高齢者の皆さんなどを対象に、
熊本県電機商工組合加盟の電器店（地デジサポーター）が、
地デジの準備についてお宅を訪問し、親切なアドバイス
やサポートを無料で行います。
　現在、地デジ完全移行に便乗して、架空の工事料金や
加入負担金を請求するといった詐欺が発生していること
から、地デジサポーターのご訪問時にはユニフォーム、
腕章、ＩＤカードを着用して訪問します。

能力を高めたい人を応援します
「菊陽町人材育成基金助成事業」

地デジサポーターユニフォーム

（黄色）

地域への感謝の気持ちを込めて
年金受給者ボランティア清掃

▲楽しく料理をする参加者 ▲6種類の人参料理

菊陽人参を使った
　   「いろーんな料理」

力を合わせてがんばるぞ！
4小学校で運動会

笑いあり、おしゃべりあり、楽しい時間を満喫
一人暮らし高齢者の集い
　5月28日、老人福祉センターで「第24回一人暮ら
し高齢者の集い」が開催されました。
　民生委員児童委員協議会会長の今井洸さんが「地
域でいろいろな話をしながら過ごし、来年も元気に
会いましょう」とあいさつ。歌や踊りなど、さまざ
まな催しで、高齢者の皆さんを楽しませました。
　その中で、さくら園年長児はかわいらしく手話を
交えた歌を披露し、社協・役場職員は高齢者を狙う
悪質業者の寸劇をして注意を呼びかけました。

　5月26日、三里木町民センターで、2人の野菜ソ
ムリエ（池田春香さん・福島泰伯さん）を迎え、町特
産の「菊陽人参」を使った料理教室を開催しました。
　料理教室には20人が参加。生産者でもある福島さ
んから人参の種類や栄養についての講話の後、人参
の葉も使った栄養たっぷりの「カロテインライス」
をはじめ、「ころころ人参サラダ」、「愛情卵焼き」
など6種類のいろいろな人参料理を楽しみました。
　参加者には葉のついた人参のお土産もありました。

　5月29日に菊陽北小学校、30日に菊陽中部小学校、
菊陽南小学校、武蔵ヶ丘小学校で運動会が開催され
ました。
　児童たちは各団に分かれ、学年別の徒競走や技巧
走、玉入れ、綱引きなどのさまざまな種目に出場。
この日のために練習してきた成果を発揮させていま
した。また、優勝を目指して競い合うその一生懸命
な姿に、会場からは歓声と温かい声援が送られてい
ました。

▲1・２・3年生の種目「つながリーヨ」（菊陽南小学校）

　5月26日、厚生年金受給者協会菊陽町部会（生山
会長）による清掃活動が、町民グラウンドや役場周
辺道路などで行われました。
　早朝のグラウンドゴルフを楽しんだ後、周辺をき
れいにしようというもので、会員約70人が参加。会
員たちは、竹ぼうきや草取り鎌などを手に、植え込
みの雑草や落ち葉を片付けたり、ごみや空き缶拾い
などをしたりして汗を流しました。
　なお、今年の秋にも清掃活動を予定されています。

▲役場前道路の植え込みの雑草を抜く会員の皆さん

▲さくら園園児による歌「ともだちになるために」


